



















して、『ドイツ王女への手紙』（Lettres à une princesse d'Allemagne sur divers sujets de 
Physique & de Philosophie）に登場するといわれ、次のように紹介されている2）。
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て、『ドイツ王女への手紙』(Lettres	 à	 une	 princesse	 d'Allemagne	 sur	 divers	 sujets	 de	 
Physique	 &	 de	 Philosophie)	 に登場するといわれ、次のように紹介されている2。	 
	 
	 	 All	 A	 is	 B.	 	 	 	 	 	 	 	 	 No	 A	 is	 B.	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Some	 A	 is	 B.	 	 	 	 	 	 Some	 A	 is	 not	 B	 
	 
	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
これらの図は三段論法における４種類の前提命題（全称肯定、全称否定、特称肯定、特称否定）
に対応するものである。しかし、三段論法解釈を離れて、単に二つの語（概念）の外延上の関
係をどのように表示するかを考えるならば、Keynes が“the	 five	 following	 diagrams	 




の関係をどのように表示するかを考えるならば、Keynesが “the five following diagrams 
represent all possible relations between any two classes”（Keynes, p.127）として描く次の５















５種類の図─	 Keynes はこれらも「オイラー図	 （Euler’s	 diagrams）」と呼ぶ─	 が考えられ
る。（以下の図は Keynes の図と一箇所異なるところがある。すなわち我々の⑤に相当する図で
Keynes は二つの円が接するように描いている。）	 
	 語の外延を円によって表示するとき、2語 A,	 B の外延 M(A),M(B)の関係は次の５種類に区別
できる。ただし、M(A)≠φ,	 M(B)≠φ	 とする。	 
	 ①	 語 A,	 B の外延が一致する。すなわち、M(A)	 =	 M(B).	 





	 ②	 語 Aの外延が語 Bの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(A)	 ⊂	 M(B).	 （記
号	 ⊂	 は真部分集合であることを意味するものとする。）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 
	 
	 	 ③	 語 Bの外延が語 Aの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(B)	 ⊂	 M(A).	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 
	 	 ④	 語 Aの外延と語 Bの外延	 が共通部分を有するが、一方が他方に含まれたり一致したり
することはない。すなわち、M(A)∩M(B)≠φ	 かつ、	 「M(A)	 ⊆	 M(B)」でもなく「M(B)	 ⊆	 M(A)」
でもない。	 




	 	 ⑤	 語 Aの外延と語 Bの外延が共通部分を有さない。すなわち、M(A)∩M(B)＝φ.	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	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５種類の図─	 Keynes はこれらも「オイラー図	 （Euler’s	 diagrams）」と呼ぶ─	 が考えられ
る。（以下の図は Keynes の図と一箇所異なるところがある。すなわち我々の⑤に相当する図で
Keynes は二つの円が接するように描いている。）	 
	 語の外延を円によって表示するとき、2語 A,	 B の外延 M(A),M(B)の関係は次の５種類に区別
できる。ただし、M(A)≠φ,	 M(B)≠φ	 とする。	 
	 ①	 語 A,	 B の外延が一致する。すなわち、M(A)	 =	 M(B).	 





	 ②	 語 Aの外延が語 Bの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(A)	 ⊂	 M(B).	 （記
号	 ⊂	 は真部分集合であることを意味するものとする。）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 
	 
	 	 ③	 語 Bの外延が語 Aの外延に含まれるが、一致はし M( )	 ⊂	 M(A).	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 
	 	 ④	 語 Aの外延と語 Bの外延	 が共通部分を有するが、一方が他方に含まれたり一致したり
することはない。すなわち、M(A)∩M(B)≠φ	 かつ、	 「M(A)	 ⊆	 M(B)」でもなく「M(B)	 ⊆	 M(A)」
でもない。	 




	 	 ⑤	 語 Aの外延と語 Bの外延が共通部分を有さない。すなわち、M(A)∩M(B)＝φ.	 





５種類の図─	 Keynes はこれらも「オイラー図	 （Euler’s	 diagrams）」と呼ぶ─	 が考えられ
る。（以下の図は Keynes の図と一箇所異なるところがある。すなわち我々の⑤に相当する図で
Keynes は二つの円が接するように描いている。）	 
	 語の外延を円によって表示するとき、2語 A,	 B の外延 M(A),M(B)の関係は次の５種類に区別
できる。ただし、M(A)≠φ,	 M(B)≠φ	 とする。	 
	 ①	 語 A,	 B の外延が一致する。すなわち、M(A)	 =	 M(B).	 





	 ②	 語 Aの外延が語 Bの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(A)	 ⊂	 M(B).	 （記
号	 ⊂	 は真部分集合であることを意味するものとする。）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 
	 
	 	 ③	 語 Bの外延が語 Aの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(B)	 ⊂	 M(A).	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 
	 	 ④	 語 Aの外延と語 Bの外延	 が共通部分を有するが、一方が他方に含まれたり一致したり
することはない。すなわち、M(A)∩M(B)≠φ	 かつ、	 「M(A)	 ⊆	 M(B)」でもなく「M(B)	 ⊆	 M(A)」
でもない。	 




	 	 ⑤	 語 Aの外延と語 Bの外延が共通部分を有さない。すなわち、M(A)∩M(B)＝φ.	 






５種類の図─	 K ynes はこれらも「オイラー図	 （Euler’s	 di grams）」と呼ぶ─	 が考えられ
る。（以下の図は K ynes の図と一箇所異なるところがある。すなわち我々の⑤に相当する図で
K ynes は二つの円が接するように描いている。）	 
	 語の外延を円によって表示するとき、2語 A,	 B の外延 M(A),M(B)の関係は次の５種類に区別
できる。ただし、M(A)≠φ,	 M(B)≠φ	 とする。	 
	 ①	 語 A,	 B の外延が一致する。すなわち、M(A)	 =	 M(B).	 





	 ②	 語 Aの外延が語 Bの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(A)	 ⊂	 M(B).	 （記
号	 ⊂	 は真部分集合であることを意味するものとする。）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 
	 
	 	 ③	 語 Bの外延が語 Aの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(B)	 ⊂	 M(A).	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 B	 
	 
	 
	 	 ④	 語 Aの外延と語 Bの外延	 が共通部分を有するが、一方が他方に含まれたり一致したり
することはない。すなわち、M(A)∩M(B)≠φ	 かつ、	 「M(A)	 ⊆	 M(B)」でもなく「M(B)	 ⊆	 M(A)」
でもない。	 




	 	 ⑤	 語 Aの外延と語 Bの外延が共通部分を有さない。すなわち、M(A)∩M(B)＝φ.	 



















イ ロ ハ イ ロ ハ ニ
A ○ × × A ○ × × ×
B × ○ × B × ○ × ×
C ○ ○ × C ○ ○ × ○
D × × ○ D × × ○ ×
　　　　語群1 　　　　　　語群2
M（A）={イ}, M（B）={ロ} M（A）={イ}, M（B）={ロ}







５種類の図─	 Keynes はこれらも「オイラー図	 （Euler’s	 diagrams）」と呼ぶ─	 が考えられ
る。（以下の図は Keynes の図と一箇所異なるところがある。すなわち我々の⑤に相当する図で
Keynes は二つの円が接するように描いている。）	 
	 語の外延を円によって表示するとき、2語 A,	 B の外延 M(A),M(B)の関係は次の５種類に区別
できる。ただし、M(A)≠φ,	 M(B)≠φ	 とする。	 
	 ①	 語 A,	 B の外延が一致する。すなわち、M(A)	 =	 M(B).	 





	 ②	 語 Aの外延が語 Bの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(A)	 ⊂	 M(B).	 （記
号	 ⊂	 は真部分集合であることを意味するものとする。）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 
	 
	 	 ③	 語 Bの外延が語 Aの外延に含まれるが、一致はしない。すなわち、M(B)	 ⊂	 M(A).	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 
	 	 ④	 語 Aの外延と語 Bの外延	 が共通部分を有するが、一方が他方に含まれたり一致したり
することはない。すなわち、M(A)∩M(B)≠φ	 かつ、	 「M(A)	 ⊆	 M(B)」でもなく「M(B)	 ⊆	 M(A)」
でもない。	 




	 	 ⑤	 語 Aの外延と語 Bの外延が共通部分を有さない。すなわち、M(A)∩M(B)＝φ.	 












例えば、４語をA, B, C, Dとして、語と対象の関係が次の語群表で表せるものとする。
  イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト チ
 A  ○ × × × ○ ○ ○ ×
 B × ○  × × ○ ○ × ○
 C × × ○ × ○ × ○ ○
 D × × × ○ × ○ ○ ○























M(C)＝M(A)∪M(B)の場合。	 	 	 	 	 M(C)⊃M(A)∪M(B)の場合。	 
	 	 	 イ	 ロ	 ハ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 イ	 ロ	 ハ	 ニ	 
	 A	 	 ○	 ×	 ×	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 ○	 ×	 ×	 	 ×	 
	 	 B	 ×	 ○	 ×	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 ×	 ○	 ×	 ×	 	 
	 	 C	 ○	 ○	 ×	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 ○	 ○	 ×	 ○	 
	 	 D	 ×	 ×	 ○	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 D	 ×	 ×	 ○	 ×	 
	 	 	 語群 1	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 語群 2	 
M(A)={イ},	 M(B)={ロ}	 	 	 	 	 	 	 	 M(A)={イ},	 M(B)={ロ}	 
M(C)={イ,ロ},	 M(D)={ハ}	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 M(C)={イ,ロ,ニ},	 M(D)={ハ}	 
	 
語群 1 と 2 は同一の広義のオイラー図（図 1）で表せる。言い換えれば、図 1 は、名辞 C の外
延の要素ではあるが名辞 Aの外延と名辞 Bの外延のいずれにも含まれない対象が存在するかし
ないかについて曖昧である。 
         C 
	 	 	 	  A     B        D 
 
 














	 例えば、４語を A,	 B,	 C,	 D として、語と対象の関係が次の語群表で表せるものとする。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 イ	 ロ	 ハ	 ニ	 ホ	 ヘ	 ト	 チ	 
	 	 	 A	 	 	 ○	 ×	 ×	 ×	 	 ○	 ○	 ○	 ×	 
	 	 	 B	 	 	 ×	 ○	 	 ×	 ×	 ○	 ○	 ×	 ○	 
	 	 	 C	 	 	 ×	 ×	 ○	 ×	 ○	 ×	 ○	 ○	 
	 	 	 D	 	 	 ×	 ×	 ×	 ○	 	 ×	 ○	 ○	 ○	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 D	 

















一階の述語論理（a monadic first-order language, p.112）と等価であることを証明している。
（Venn図とブール代数の同型性isomorphismを証明しているともいえる。Ibid., p.6）その際、
Sun-JooはVenn図を描くときの規則の一つとして “partial-overlapping rule” を挙げるが、それ
は次のように定義される。（引用における“nonrectangle”の“rectangle”とは事実上、論議領域
である。また “minimal region” とは、その内部にregion（線で囲まれた領域）を含まない
regionのことである。）
Partial-overlapping rule: A new closed curve introduced into a given diagram should 
overlap a proper part of every existent nonrectangle minimal region of that diagram once 
and only once. （Ibid., p.57）
例えば、次の図３は “partial-overlapping” ではないからVenn図としては認められない。
また、我々のオイラー図は、互いに交わらない２円（［1］節における⑤）を認めるのである
から、一般には “partial-overlapping rule” は成り立たない。
ところで、Sun-Jooは“partial-overlapping rule”に関連して以下のごとく一つの定理に言及し
ている。




称肯定命題“All	 A	 is	 B”は、	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 








の述語論理(a	 monadic	 first-order	 language,	 p.112)と等価であることを証明している。（Venn
図とブール代数の同型性 isomorphism を証明しているともいえる。Ibid.,	 p.6）その際、Sun-Joo




Partial-overlapping	 rule:	 A	 new	 closed	 curve	 introduced	 into	 a	 given	 diagram	 should	 
overlap	 a	 proper	 part	 of	 every	 existent	 nonrectangle	 minimal	 region	 of	 that	 diagram	 
once	 and	 only	 once.	 (Ibid.,	 p.57)	 
	 	 
	 例えば、次の図 3は“partial-overlapping”ではないから Venn 図としては認められない。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 3	 
	 また、我々のオイラー図は、互いに交わらない２円（[1]節における⑤）を認めるのであるか
ら、一般には“partial-overlapping	 rule”は成り立たない。	 
	 	 ところで、Sun-Joo は“partial-overlapping	 rule”に関連して以下のごとく一つの定理
に言及している。	 
We	 cannot	 draw	 more	 than	 three	 circles	 satisfying	 this	 partial-overlapping	 condition.	 
This	 is	 why	 a	 closed	 curve,	 rather	 than	 a	 circle,	 was	 introduced	 as	 a	 primitive	 object	 
of	 this	 system.	 Venn	 himself	 presented	 a	 diagram	 with	 four	 closed	 curves	 to	 show	 that	 
it	 is	 not	 impossible	 to	 draw	 “Eulerian	 circles”(differetiable,	 non-self-intersecting	 
closed	 curves)	 to	 represent	 more	 the	 three	 terms.	 Some	 have	 thought	 that	 it	 is	 impossible	   
 5 
称肯定命題“All	 A	 is	 B”は、	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 








の述語論理 a	 monadic	 first-order	 language,	 p.112)と等価であることを証明している。（Venn
図とブール代数の同型性 isomorphism を証明しているともいえる。Ibid.,	 p.6）その際、Su -Joo
は Venn 図を描くときの規則の一つとして“partial-overlapping	 rule”を挙げるが、それは次
のように定義される。(引用における non ectangl ”の“rectangle”とは事実上、論議領域
である。また“minimal	 region”とは、その内部にregion（線で囲まれた領域）を含まないregion
のことである。）	 
Partial-overlapping	 rule:	 A	 new	 closed	 curve	 introduced	 into	 a	 given	 diagram	 should	 
overlap	 a	 proper	 part	 of	 every	 existent	 nonrectangle	 minimal	 region	 of	 that	 diagram	 
once	 and	 only	 once.	 (Ibid.,	 p.57)	 
	 	 
	 例えば、次の図 3は“partial-overlapping”ではないから Venn 図としては認められない。	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 また、我々のオイラー図は、互いに交わらない２円（[1]節における⑤）を認めるのであるか
ら 一般には“partial-overlapping	 rule” 	 
	 	 ところで、Sun-J o は“ artial-overlapping	 rule”に関連して以下のごとく一つの定理
に言及している。	 
We	 cannot	 draw	 more	 than	 three	 circles	 satisfying	 this	 partial-overlapping	 condition.	 
This	 is	 why	 	 cl s d	 curve,	 rather	 than	 a	 circle,	 was	 introduced	 as	 a	 primitive	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 this	 system.	 Venn	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 a	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 is	 no 	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 to	 draw	 “Eul ri n	 circles”(di fe etiable,	 non- elf-intersec ing	 
closed	 curves)	 to	 represent	 more	 the	 th ee	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 Some	 have	 thought	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 t	 is	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３
上田　昇6
This is why a closed curve, rather than a circle, was introduced as a primitive object of this 
system. Venn himself presented a diagram with four closed curves to show that it is not 
impossible to draw “Eulerian circles”（differetiable, non-self-intersecting closed curves） to 
represent more the three terms. Some have thought that it is impossible to draw more than 
four closed curves overlapping this way without disconnecting closed curves. This has been 
pointed out as a crucial shortcoming of Venn diagrams. However, V.Polythress and H.Sun 
proved that we can draw any finite number of convex connected curves observing the 
partial-overlapping rule. （Ibid., p.60）　（下線は引用者）
ここで言及されるV.Polythress and H.Sunの論文タイトルは“A Method to Construct 





  U1 U2 U3 U4 U5 U6 U7 U8 U9 U10 U11 U12 U13 U14 U15
 A ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○
 B × ○ × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
 C × × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○
 D × × × ○ × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
        語群４










































f が存在して、任意の要素 X,Y∈ω1について、X と Y の外延上の関係（[1]節の①～⑤）がω2
における f(X)と f(Y)の外延上の関係と同一であることと定義する。	 
	 
例えば、語群ω1のオイラー図が	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であり、一方、語群ω2のオイラー図が	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f が存在して、任意の要素 X,Y∈ω1について、X と Y の外延上の関係（[1]節の①～⑤）がω2
における f(X)と f(Y)の外延上の関係と同一であることと定義する。	 
	 
例えば、語群ω1のオイラー図が	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であり、一方、語群ω2のオイラー図が	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 U1	 	 U2	 	 U3	 	 U4	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 A	 	 	 ○	 ×	 ×	 ○	 ×	 ○	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 B	 	 	 ×	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 ×	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  U1 U2 U3 U4 U5 U6 U7
 A ○ × × ○ × ○ ○
 B × ○ × ○ ○ × ○
 C × × ○ × ○ ○ ○
この語群に対するオイラー図は次のようになる。（対象を点で表示する。）
一方、この語群から対象U3, U4を取り除いた語群を考える。
  U1 U2 U5 U6 U7
 A  ○ × × ○ ○
 B  × ○ ○ × ○
 C  × × ○ ○ ○
この語群のオイラー図は次のように描けよう。
しかし、図４と図５は「同じ」オイラー図である。なぜなら、どの２語の外延的関係（［1］
節の④が３組）も両図において「同じ」だからである。実際、図4におけるA, B, C をそれぞ
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一方、この語群から対象 U3,U4 を取り除いた語群を考える。	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しかし、図 4と図 5は「同じ」オイラー図である。なぜなら、どの２語の外延的関係（[1]節の
④が 3組）も両図において「同じ」だからである。実際、図 4における A,	 B,	 C	 をそれぞれ図
5における A,	 B,	 C に対応させる写像を f（恒等写像）とすれば、明らかに fは２円の外延的関
係を変えない全単射の写像である（A・B,	 A・C,	 B・C のいずれも両図において[1]節の④の関
係）。	 
	 図 5の円 Cは円 Aと円 Bの外部には領域(region)を有さない点で、図 5は図 4と視覚的に（ト
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一方、この語群から対象 U3,U4 を取り除いた語群を考える。	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しかし、図 4と図 5は「同じ」オイラー図である。なぜなら、どの２語の外延的関係（[1]節の
④が 3組）も両図において「同じ」だからである。実際 図4における A,	 B,	 C	 をそれぞれ図
5における A,	 B,	 C に対応させる写像を f（恒等写像）とすれば、明らかに fは２円の外延的関
係を変えない全単射の写像である（A・B,	 A・C,	 B・C のいずれも両図において[1]節の④の関
係）。	 
	 図 5の円 Cは円 Aと円 Bの外部には領域(region)を有さない点で、図 5は図 4と視覚的に（ト









































	 語群（語の全体をω、対象の全体を Uで表す）に関連していくつかの関数を定義する。	 
1)	 X∈ω	 について、その外延を M(X)で表す。	 
2)	 ω 任意の部分集合αを対象領域に写す関数ｈ.	 
h(α):=αの各要素の外延の和集合	 
	 例えば、α={A,B}	 のとき、h(α)=M(A)∪M(B).	 
3)	 対象の集合 sについて、外延が sに含まれる語の集合(sのコア)を表す関数 core.	 
core(s):={Z∈ω│h({Z})⊆s}	 
4)	 対象の集合 sについて、外延が sと交わらない語の集合を表す関数 g.	 
	 	 g(s):={X∈ω│h({X})∩s=φ}.	 




例えば、図 6の場合、[ ]={A,D},	 [B]={B,E} 	 [C]={C,E},	 [D]={D},[E]={E}となる。	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 こうしてできる論理式の付値全体は、所与の語群ωの冪集合 2ωの中に、演算∩,∪,gh につい
て閉じた集合（代数系）を作る。これをアポーハ代数と名づける5。	 









を持たないところの語の外延の和集合となる。図６の場合、例えば、M（nonA）= h[nonA] = 


















[X]={x,y,z, ...} かつ [nonX]=gh[X]={u,v,w,...} （x,y,z,...u,v,w,...∈ω1）のとき、





持たないところの語の外延の和集合となる。図6の場合、例えば、M(nonA)	 =	 h[nonA]	 =	 h{C,E}=	 
M(C)∪M(E)=	 M(C).	 
	 	 
[4]	 	 オイラー図とアポーハ代数	 
	 	 語群ωが与えられたとき、X∈ωについて、 の付値[X]は、外延が語 X の外延に含まれる語
の集合{Z∈ω｜h({Z})⊆h({X})}である（[3]節の(*)）。また否定名辞no X の付値[nonX]は語 X
と外延上共通部分を持たない語の集合{Z∈ω｜h({Z})∩h({X})=φ}である。従って、語 Xと外
延の一部分のみを共有する語（[1]節④の関係にある語）が、そしてそれらのみが、[X]にも[nonX]
にも現れない。たとえば、次のオイラー図で、A,B はいずれも X とは外延の一部のみを共有す
るだけであるから、[X]∪[nonX]の要素ではない。（付値に関して我々の「否定」non は排中律
を満たさない6。）	 
	 	 	 	 	 X	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 ω={X,A,B,C,D,E},	 [X]={X,E},	 [nonX]={C,D},	 ([X]∪[nonX])C	 =	 {A,B}	 (肩付の C は補集
合を表す。）	 







[X]={x,y,z,	 ...}	 かつ	 [nonX]=gh[X]={u,v,w,...}	 (x,y,z,...u,v,w,...∈ω1)のとき、	 
[f(X)]={ (x),f(y),f(z),	 ...}	 かつ	 [nonf(X)]=gh[f(X)]={f(u),f(v),f(w),	 ...}	 


















 S（ω1）からS（ω2）への全単射の写像Fが存在して、任意のα， β∈S（ω1） について、















 = F（gh[x]∩gh[y]∩gh[z]∩...）（h{x}=h[x], h{y}=h[y], ...）



















　α=[Z]∪[Y] （Y, Z∈ω） のとき。X∈[Z]∪[Y] より、X∈[Z] または X∈[Y]. 従って、[X]
⊆[Z] または [X]⊆[Y]. ゆえに、[X]⊆[Z]∪[Y].
　α=[Z]∩[Y] （Y, Z∈ω） のとき。X∈[Z]∩[Y] より、X∈[Z] かつ X∈[Y]. 従って、[X]⊆







 　F : S（ω1） → S（ω2）が同型写像であるとする。このとき、全単射の写像 f : ω1→ω2 が
存在して、任意のX∈ω1についてF[X]=[f（X）]となる。
証明
　ω1の語Xについて、F[X]={P, Q, R, ...} （P, Q, R, ...∈ω2） とする。
 　P, Q, R, ...∈{P, Q, R, ...}∈S（ω2） だから、補題１より、[P]⊆{P, Q, R, ...}, [Q]⊆{P, Q, R, ...}, 
...。 従って、[P]∪[Q]∪[R]∪... ⊆{P, Q, R, ...}. 一方、{P, Q, R, ...}⊆[P]∪[Q]∪[R]∪... は明ら
か。ゆえに、{P, Q, R, ...}=[P]∪[Q]∪[R]∪... すなわち、F[X]= [P]∪[Q]∪[R]∪... 従って、X
∈[X]= F-1（[P]∪[Q]∪[R]∪...）= F-1[P]∪F-1[Q]∪F-1[R]∪... 
 　ここで、X∈F-1[P] としても一般性は失われない。すると、補題１により[X]⊆F-1[P]. 従
って、F[X]⊆[P]. 一方、F[X]⊇[P] は明らか。ゆえに、F[X]=[P].
 　このように、ω1の各要素Xについて、F[X]=[P] （P∈ω2）となるPが存在する。そこで、








ω1={X1,X2, ...}, ω2 ={P1,P2, ...} とする。
いま、fが全射でないと仮定する。

























ω1={X1,X2,	 ...},	 ω2 ={P1,P2,	 ...}	 とする。	 
いま、f が全射でないと仮定する。 
f によるω1 の像をω3 とする。仮定により ω3 ⊂ω2	 （ω3 はω2 の真部分集合）であるから、
ω2の要素であるがω3 の要素ではない語 Q が存在する。 
ここで、Q∈[Q]に注意する。 
一方、αを S(ω3)の任意の要素とするとき、Q∈αではないから、 
	 	 1) [Q]は S(ω3)の要素ではない。 
[Q]∈S(ω2)であり、F: S(ω1) → S(ω2) は同型写像だから、Xi∈ω1（i=1,2,...)を命題変項とす
る論理式 A が存在して、F[A]=[Q] となるが、f(Xi)∈ω3だから、F[A]∈S(ω3). ゆえに、 





よって、f:ω1	 →	 ω2は全単射（一対一対応）である。	 
補題２証明終わり。	 
	 
定理２	 アポーハ代数 S(ω1)と S(ω2)が同型ならば、ω1とω2のオイラー図は「同じ」である。
このとき、S(ω1)から S(ω2)への同型写像 F および、ω1からω2への全単射の写像 f が存在し
て、任意の X∈ω1	 について F[X]=[f(X)].	 
証明	 
背理法による。アポーハ代数 S(ω1)と S(ω2)が同型であるにも拘わらず、任意の全単射の写像
f	 :	 ω1	 →	 ω2	 について、或る X,Y∈ω1が存在して、「Xと Yの外延上の関係」≠「f(X)と f(Y)
の外延上の関係」と仮定する（つまり、オイラー図が異なると仮定する）。	 
X,Y∈ω1および f(X),f(Y)∈ω2	 の外延は次のいずれかの関係である。	 
	 
a)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Y	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 f(Y)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 X	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 f(X)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
b)	 	 	 

















 [nonf（Y）]. よって、[f（X）]⊆[nonf（Y）]. f（X）∈[f（X）]だから、f（X）∈[nonf（Y）]. これは、￢（f
（X）∈[nonf（Y）]）と矛盾する。
X, Yがc）の場合。
f：ω1 →ω2 およびF：（ω1） → S（ω2） について、c）がb）に変化するとすれば、同時に、








ω1={X1,X2,	 ...},	 ω2 ={P1,P2,	 ...}	 とする。	 
いま、f が全射でないと仮定する。 
f によるω1 の像をω3 とする。仮定により ω3 ⊂ω2	 （ω3 はω2 の真部分集合）であるから、
ω2の要素であるがω3 の要素ではない語 Q が存在する。 
ここで、Q∈[Q]に注意する。 
一方、αを S(ω3)の任意の要素とするとき、Q∈αではないから、 
	 	 1) [Q]は S(ω3)の要素ではない。 
[Q]∈S(ω2)であり、F: S(ω1) → S(ω2) は同型写像だから、Xi∈ω1（i=1,2,...)を命題変項とす
る論理式 A が存在して、F[A]=[Q] となるが、f(Xi)∈ω3だから、F[A]∈S(ω3). ゆえに、 





よって、f:ω1	 →	 ω2は全単射（一対一対応）である。	 
補題２証明終わり。	 
	 
定理２	 アポーハ代数 S(ω1)と S(ω2)が同型ならば、ω1とω2のオイラー図は「同じ」である。
このとき、S(ω1)から S(ω2)への同型写像 F および、ω1からω2への全単射の写像 f が存在し
て、任意の X∈ω1	 について F[X]=[f(X)].	 
証明	 
背理法による。アポーハ代数 S(ω1)と S(ω2)が同型であるにも拘わらず、任意の全単射の写像
f	 :	 ω1	 →	 ω2	 について、或る X,Y∈ω1が存在して、「Xと Yの外延上の関係」≠「f(X)と f(Y)
の外延上の関係」と仮定する（つまり、オイラー図が異なると仮定する）。	 
X,Y∈ω1および f(X),f(Y)∈ω2	 の外延は次のいずれかの関係である。	 
	 
a)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Y	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 f(Y)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 X	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 f(X)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
b)	 	 	 












X,	 Y )	 場合。	 
f ２における fをとる。すると、任意の X∈ω1について、F[X]=[f(X)]となる。	 
[X]⊂[Y]であり、Fは順序を保存するから、F[X]⊂F[Y].	 従って	 h{[f(X)]}⊆h{[f(Y)]}.	 ゆえ
に、f(X)と f(Y)の外延上の関係が b)あるいは c)であることは矛盾する。	 
	 
X,	 Y が b)の場合。	 
X∈[nonY],	 Y∈[nonX].	 
f として、補題２における fをとる。すると、任意の X∈ω1について、F[X]=[f(X)]となる。	 
f(X),	 f(Y)が a)	 の状況になることは、同型写像F-1によってa)が b)に変わることであるから、
上の a)の場合に見たように、あり得ない。	 
f(X),	 f(Y)が c)	 の状況であるとする。	 
¬(f(X)∈[nonf(Y)]),	 ¬(f(Y)∈[nonf(X)]).	 
X∈[nonY]	 より、[X]⊆[nonY].	 よって、[f(X)]=F[X]⊆F[nonY]=Fgh[Y]=ghF[Y]=gh[f(Y)]=	 
[nonf(Y)].	 よって、[f(X)]⊆[nonf(Y)].	 f(X)∈[f(X)]だから、f(X)∈[nonf(Y)].	 これは、
¬(f(X)∈[nonf(Y)])と矛盾する。	 
	 
X,	 Y が c)の場合。	 
f：ω1	 →ω2	 および F	 :	 S(ω1)	 →	 S(ω2)	 について、c)が b)に変化するとすれば、同時に、	 
全単射の写像 f	 -1:	 ω2	 →ω1	 および同型写像 F

































































◦n = 1 のとき、１（オイラー図としては無意味であるが。）
◦n = 2 のとき、３ （同心円、一部分のみ重なる二円、離れた二円）




るアポーハ代数において、語の名称A, B, Cを適宜入れ替えれば、[A], [B], [C], [nonA], [nonB], 
[nonC] が以下に記すNo.１～ No.11のいずれか一つと一致する。
例えば、







	 “partial-overlapping	 rule”（[2]節（４）参照）の下に作られたオイラー図（shading な
しの Venn 図）があるとして、その minimal	 region にそれぞれ１個の対象を配置する。（n語の










・n	 =	 1	 のとき、１（オイラー図としては無意味であるが。）	 
・n	 =	 2	 のとき、3	 （同心円、一部分のみ重なる二円、離れた二円）	 
・n	 =	 3	 のとき、11	 
	 	 アポーハ代数は語群の各要素 Xとその否定名辞 nonX の付値、すなわち[X]および[nonX]から
（∪,	 ∩,	 gh の演算により）生成される。そして、アポーハ代数間の同型写像によって、生成
元は生成元に写る。従って、3語{A,B,C}からなる語群が与えられたとき、そこから得られるア
ポーハ代数において、語の名称 A,	 B,	 C を適宜入れ替えれば、[A],	 [B],	 [C],	 [nonA],	 [nonB],	 
[nonC]	 が以下に記す No.1～No.11 のい する。	 
	 
例えば、	 
	 	 	 B	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 C	 




	 	 	 A	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 C	 












	 “partial-overlapping	 rule”（[2]節（４）参照）の下に作られたオイラー図（shading な
しの Venn 図）があるとして、その minimal	 region にそれぞれ１個の対象を配置する。（n語の










・n	 =	 1	 のとき、１（オイラー図としては無意味であるが。）	 
・n	 =	 2	 のとき、3	 （同心円、一部分のみ重なる二円、離れた二円）	 
・n	 =	 3	 のとき、11	 
	 	 アポーハ代数は語群の各要素 Xとその否定名辞 nonX の付値、すなわち[X]および[nonX]から
（∪,	 ∩,	 gh の演算により）生成される。そして、アポーハ代数間の同型写像によって、生成
元は生成元に写る。従って、3語{A,B,C}からなる語群が与えられたとき、そこから得られるア
ポーハ代数において、語の名称 A,	 B,	 C を適宜入れ替えれば、[A],	 [B],	 [C],	 [nonA],	 [nonB],	 
[nonC]	 が以下に記す No.1～No.11 のいずれか一つと一致する。	 
	 
例えば、	 
	 	 	 B	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 C	 




	 	 	 A	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 C	 








No.1	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.2	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 B	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 C	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C},	 
[nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 	 	 	 	 	 	 [nonA]=C,[nonB]=φ,[nonC]=A.	 
	 
No.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.4	 
	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C},	 
[nonA]=B,[nonB]={A,C},[nonC]=B.	 	 	 	 	 	 	 [nonA]={B,C},[nonB]={C,A},[nonC]={A,B}.	 
	 
No.5	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.6	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 
[nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 	 	 	 	 	 	 	 [nonA]={B},[nonB]={A},[nonC]=φ.	 
	 
	 
No.7	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.8	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C,A,B},	 	 
[nonA]={B,C},[nonB]={A},[nonC]={A}.	 	 	 [nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 
	 
No.9	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.10	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 







◦n = 4 のとき、63（暫定値）





No.1	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.2	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 B	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 C	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C},	 
[nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 	 	 	 	 	 	 [nonA]=C,[nonB]=φ,[nonC]=A.	 
	 
No.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.4	 
	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C},	 
[nonA]=B,[nonB]={A,C},[nonC]=B.	 	 	 	 	 	 	 [nonA]={B,C},[nonB]={C,A},[nonC]={A,B}.	 
	 
No.5	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.6	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 
[nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 	 	 	 	 	 	 	 [nonA]={B},[nonB]={A},[nonC]=φ.	 
	 
	 
No.7	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.8	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 A	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C,B},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B},[C]={C,A,B},	 	 
[nonA]={B,C},[nonB]={A},[nonC]={A}.	 	 	 [nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 
	 
No.9	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.10	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 C	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 A	 	 	 	 B	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 





	 	 	 	 
[A]={A},[B]={B},[C]={C,A,B},	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 [A]={A},[B]={B,A},[C]={C,A},	 
[nonA]={B},[nonB]={A},[nonC]=φ.	 	 	 	 	 	 	 	 	 [nonA]=φ,[nonB]=φ,[nonC]=φ.	 
	 
No.11	 
	 	 	 	 	 	 	 C	 
	 	 	 	 	 	 	 B	 
	 	 	 	 A	 	 
	 




n	 =	 3	 の場合の補足説明。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 




(2)	 No.8,	 10 はともに、同心円（②あるい 2 1 では同じであるが、
アポーハ代数は同型にはならない。なぜなら、「深 (depth) 2 の語が No.8 においては 2
個存在するのに対し、No.10 に 1 個だからである。（[5]節の定理３により、アポーハ
代数が同型ならば、両方の語群において、同じ深さの語数は一致しなければならない。）	 
	 
・	 n	 =	 4	 のとき、63（暫定値）	 





化する。論理式 Pを（拡大された）語と見て7、その意味 artha(P)を、[3]節の関数 core 等を
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２） Sun-Joo Shin（1994, p.12）. 同じ図がStanford Encyclopedia of Philosophy （http://plato.stanford.
edu/entries/digrams/）にある。ただし、“All A is B” 等の代わりに“All A are B”, “No A is B”, 






４）濃度 n + 1以上の集合Λを添字集合とする、Rnの有界閉凸集合の族{Xλ}λ∈Λに対して、どのn + 1
個のXλの共通部分も空でないなら、すべてのXλに共通な点が存在する（『岩波 数学辞典第４版』）。
本稿の語群3のケースでは、n= 2, Λ = {1, 2, 3, 4}, X1 = A, X2 = B, X3 = C, X4 = D となる。
５）上田・平林（2012）ではアポーハ代数における付値の定義が本稿におけるそれとは表面上やや異
なっているが、本質的には異ならない。
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６）アポーハ代数における排中律や二重否定については上田・平林（2012）を参照。
７）ここで論理式とは所与の語群ωにおける要素（語）を命題変項として作られる論理式である。［3］
節参照。
（平成27年11月 2 日受理）
